
岡山市で第１回ＡＭＤＡ国際フォーラム

　
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ヽ
ン
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、
本

部
・
岡
山
市
）
は
二
十
八
日
、
岡
山
市
奉
還
町
二
の
岡
山
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
「
貧
困
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
「
第
一
回

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
県
内
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
自
治
体
関
係
者
ら
を
中
心
に
約
百
人
が
参
加
し
た
。
’

　
今
回
の
フ
ォ
ー
フ
ム
は
、
来

年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
り
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ

ア
で
プ
ラ
イ
マ
Ｊ
ソ
ー
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
（
初
歩
保
健
医
療
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
の
に
あ

わ
せ
て
聞
か
れ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
（
国
際
協
力
事
業
団
）
の
要
羽

を
受
け
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
Ｏ
Ｄ
Ａ

　
（
政
府
開
発
援
助
）
の
一
環
と

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
か
’

ら
実
施
ま
で
行
う
も
の
。

自
治
体
関
係
者
ら
1
0
0
人
参
加

川口部長（左から２人目）らが参加し行われたパネル’デ

･fスカッション。盾発な意見が交換された

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
川
口
雄

次
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
国
際
機
関
担
当
部

長
が
基
調
講
演
。
川
口
部
長

は
、
開
発
途
上
国
で
は
感
染
症

・
の
犠
牲
者
が
多
い
こ
と
や
出
産

時
死
亡
率
が
高
い
こ
と
な
ど
を

報
告
。
背
景
に
は
住
民
の
貧
困

問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
住

民
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

重
視
し
、
官
民
が
協
調
し
て
貧

富
の
格
差
の
縮
小
に
取
り
組
ん

で
ゆ
く
こ
と
が
有
効
な
問
題
解

決
の
手
段
で
あ
る
と
提
言
し

た
。
’
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
川
口
部
長
の
ほ

か
、
赤
松
志
朗
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国

際
協
力
専
門
員
▽
ソ
ム
ア
ッ
ツ

・
ウ
ォ
ン
コ
ム
ト
オ
ン
・
東
京

大
学
医
学
部
国
際
地
域
保
健
学

教
室
教
授
▽
加
藤
憲
一
・
南
方

圏
交
流
セ
ン
タ
ー
代
表
が
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
。
’
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
赤
松

専
門
貝
が
、
イ
ス
ラ
ム
圈
の
国

で
実
施
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
地
域

開
発
の
例
を
報
告
。
宗
教
的
問

題
か
ら
、
男
性
と
社
会
参
加
を

求
め
る
女
性
と
が
対
立
し
た
こ

と
な
ど
を
述
べ
、
地
域
に
根
ざ

し
た
援
助
の
難
し
さ
を
指
摘
し

た
。
ま
た
、
タ
イ
の
僧
り
ょ
が

エ
イ
ズ
ホ
ス
ピ
ス
を
寺
院
で
運

営
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
、
宗
教
が
地
域
の
保
健
福
祉

に
貢
献
し
て
い
る
例
も
あ
げ
ら

れ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
後
毎
年
一

回
の
ぺ
‘
Ｉ
ス
で
五
年
間
に
わ
た

っ
て
開
か
れ
る
。
菅
放
蕩
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
代
表
は
「
貧
困
と
健
康
は

密
接
な
関
係
に
あ
る
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
自

治
体
と
連
携
し
て
援
助
を
実
施

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

「
貧
困
と
健
康
」
テ
ー
マ

基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
討
論
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